
オンライン授業を受けて 

（昨年度 1 年だった先輩達のエッセイ：文章表現法の提出物より） 
 

１ オンライン授業 

 昨年は大学生活が変化した年だった。普通に学校に通っていた生活ではなくなり、オンライン授業が
一般的になった。私は、このオンライン授業は良い面も嫌な面もあると感じる。 
 まず良い面は、学校への移動時間がなくなり、自由に使える時間が多いことだ。私は学校に行くとなる
と、実家通いで車で 40 分ぐらいかかるため、オンラインだとその時間を削ることができる。なので授業
が 1 限から入っていても、学校へ通う時よりも長く睡眠時間を取ることができた。オンデマンドの授業
では、急な予定が入ってしまっても、受講期限が一週間あるため、授業を受けることができた。 
 次に嫌な面は、まず授業に集中がしづらいということだ。気がそれてしまうものが家にはたくさんあ
るということや、先生が目の前にいないため気が緩んでしまうということが原因だと感じる。解決策と
して、集中できる部屋作りをするとよかったなと思うので、この春休みに部屋の掃除・リメイクをしたい
と思う。そして zoom で何人かの人と話す機会があったとしても、距離感が掴みずらく、うまく会話をす
ることができないことだ。会話が止まってしまったりすると変に気を使いすぎてしまい疲れを感じるこ
ともあった。 
 オンラインではどちらの面もあるが、オンライン授業を体験してみないと感じられなかったと思うた
め、いい体験だったと思う。オンラインで何かをするということは、これから先、いろんな場面でありそ
うなので、もっと上手にオンラインを使いこなせるようになりたいと思った。 
 

２ 遠隔授業の緊張感 

私は、遠隔授業が中心であった大学 1 年生の終わりを迎える。この 1 年を振り返ってみると、人生で
最もパソコンと向き合い、戦ってきたように思う。 

最初の頃は、とてつもない緊張感から、授業の開始時刻である 10 分以上前から入室をして、すぐにチ
ャット画面に学籍番号と氏名を入力し、先生から送信の指示が出るのを待っていた。授業中は、配布資料
を必ず印刷し、必死にメモを取って一言も聞き逃さないというような気持ちで受けていた。しかし、極度
の緊張感から内容があまり頭に入ってこない時もあった。通信トラブルがあった時は、授業に間に合わ
なかったらどうしよう、授業を欠席扱いされてしまうかも、とパニックになり、とても慌ててしまった。
初めての環境で初めてのことをするというのは、こんなにも人を不安な気持ちにさせるのかと実感した。 

しかし、遠隔授業を繰り返し行っていくにつれて、徐々に慣れていき、対面授業の時と変わらず、落ち
着いて授業を受けられるようになった。接続がうまくいかない時でも慌てずに対処することができた。
一方で、緊張感も薄まっていたように感じた。見えていないという安心感から、気が緩んでしまうことも
あり、最初の頃と比べると授業の受け方が変わっていた。このように感じた学生は他にもいるかもしれ
ない。 



遠隔授業でも良い緊張感を持ち続けて授業を受けるには、授業に関する質問や問題を講義の最中に適宜
取り入れるのが良いと考える。そうすることによって、集中力も高まり、自分があてられるかもしれない
という緊張感を持つことができる。投票機能を使えば全員参加できるので、とても効果的だと考える。ま
た、このようなクイズ形式は、一方的に話を聞いているだけではないので、学習意欲も高まると思う。授
業のポイントとなる部分もそこから分かるので、復習をする際にも役に立つ。 
このように、遠隔授業は利点も多いが、欠点を補うことによって、遠隔授業だからこそできる学習にする
ことが大切だと感じた。 
 

３ 私が 1 番良かったと思う遠隔授業 

 2020 年、私が大学生になった年。この節目の年に新型コロナウイルスという新たな感染症が流行した。
それによって私達は学校に登校せず、パソコンによる遠隔授業が始まった。正直はじめの頃は、新しい友
達や先生方に会えない辛さよりも学校に通わなくていいという解放感から遠隔授業という新鮮さを楽し
みながら受講をすることができた。しかし、受講を重ねていくうちにいつでもどこでも授業を受けられ
るというメリットが自分の甘さに入り込んで、段々と授業に対する集中力が切れはじめた。学校で受け
る授業は周りの環境も大事で周りの仲間が頑張っているからこそ自分も頑張ろう、もっと集中しようと
いう精神的な励みもあった。しかし自宅で、しかもひとり暮らしの家の中で授業を受けるとなるとどう
頑張っても孤独を感じてしまった。自分の心が甘いからだと言えばそれまでかもしれないが、やはり動
画を見るだけの授業は孤独感が拭えなかった。 

そうこうしているうちに、後期に入った。後期科目はより専門的になり、難しい科目ばかりだった。は
じめは前期のように頑張ろうと思った。しかし、授業が進むにつれて遠隔授業ならではの、受け身の授業
体制に限界を感じはじめた。どうしてもクラウドキャンパスでの授業は先生の一方的なスライドの読み
上げにしか見えなくなってしまったからだ。もちろんスライドはどれも自分のメモなしでもポイントが
まとまった素晴らしいものばかりで読みやすい。しかしそれだけでは授業ではなくてただスライドを配
るだけでも良くないかと思ってしまった。 

私達、学生だけではなく先生方も今までにない授業体制で戸惑っているのはものすごく共感できる。し
かし、私がこれまで受けてきた遠隔授業の中で 1 番受けやすかった授業体制を上げるとするならば、時
間の共有ができるリアルタイムでの ZOOM を用いての授業だ。先生方が忙しいのは重々承知だが、これ
からはクラウドキャンパス主流ではなく、クラウドキャンパスの動画を ZOOM を使ってリアルタイムで
一緒に受けられたらいいなと私は思う。 
 

４「ハイブリッドオンライン授業」 

 大学でのオンライン授業を通して、思ったことがある。それは授業資料について、コピー代がとても負
担になっているということだ。前期の最初のほうでは、授業で資料を使う場合には学校から自宅へプリ
ントされた授業資料が送られてきていた。しかし、それはほんの１，２回であり、ほとんどの授業資料は
各自でプリントしなければならず、とても負担になっている。私の場合、もともと自宅にプリンターがな
かったため、わざわざコンビニまで行きプリントしなければならず、プリント代だけでなく時間と労力



もかかって大変だった。そして、授業直前に資料が送られてくることも多々あるためコンビニでのプリ
ントには限界があり、プリンターを購入した。その時期は、特にオンライン授業やリモートワークへの切
り替え時期であり、パソコンもプリンターもほとんど在庫がなく、手に入れるのも一苦労だった。そして
毎日、資料を何十枚も印刷するため、すぐコピー用紙とインクは無くなった。特にインクはとても高い。 
 だから、私はいつも資料を印刷する際に、コピー１枚にできるだけ多くのページを割り付け、印刷濃度
もできるだけ低くして、インク・トナーを節約にチェックを入れて印刷するようにしている。これで、イ
ンクと用紙はできるかぎり節約している。しかし、これらを行うことによってページによっては見づら
くなる場合がある。とくに教科書など写真を張り付けたものや、細かい表や図の場合である。その際は、
時間はかかるが手書きで重要な部分だけ上から書き直している。 
 私の場合は、このような工夫をしながらオンライン授業を受けているが、周りの話を聞くと、iPad を
買って印刷せずに直接画面で書き込んでいる、もしくは、諦めて授業資料は印刷していないという話も
聞いた。どの方法をとったとしても、少なからず学生の負担となっていることは確かであり、資料の用意
が学習意欲の低下を起こす要因になっているとも言える。よって、私は学校側にコピーにかかる費用の
負担をしてほしいとは言わないが、授業資料はできるだけシンプル・簡潔でページ数もできるだけ抑え
てほしいと思う。特に、背景が黒の授業資料は特にやめてほしい。 
 

５「オンライン授業で意欲低下したこと」 

オンライン授業で改善してほしいと思ったことについて話そうと思う。 
まず、授業によっては資料がないことが多々あることである。私は、いつもメモを取るべきかどうか悩

む。なぜなら頑張ってメモしても授業が終わった後に資料が送られてくることがあるからだ。そして、重
要だと思われるところをすべてルーズリーフに書き写すのもとても大変である。これには驚くほど時間
もかかる。一つの授業に４時間費やしたこともあるくらいだ。よって、授業の際には必ず資料を授業前に
添付してほしいと思う。または、資料がなくてもどのように授業を受けたら良いのかについて、なんらか
の指示やアドバイスをしてくれたらと思う。でないと、どこまでメモする必要があるのか全く分からず、
図や表まですべて書き写すことになるからだ。これについて特に前期は、大学での授業を受けたことが
なかったため、どのように授業を受けるべきなのかの正解が分からず、とても困った思い出がある。対面
授業のように、周りにも自分と同じような授業を受けている人がいる状況ならまだしも、家で一人で授
業を受けていて、分からないことばかりだととても不安になるのである。よって新１年生に対しては特
に各教科のオリエンテーションなどで授業の受け方を教えてほしいと思う。 

次に、cloud campus での授業動画の長さについてである。Cloud campus での授業は、zoom の授業と
は違い、何度も見返せるため、何度も巻き戻して見ていたりすると意外と時間がかかったりする。また、
私の場合は家で受ける授業は集中力も長くは続きにくい。よって、ある教科ではあえて動画を短くして
くれている教科もある。しかし、一方で９０分の授業時間を超える授業動画があがる教科もある。遠隔で
生徒に理解してもらうためにとても丁寧に説明してくれるのは良いと思うが、さすがに９０分をこえる
動画+小テストがあると、他の教科にも影響を及ぼすし、集中力が続くかと言われると続かない。よって、
時間割通りに進めるため、そして自分の集中力が切れないように、長すぎない時間の動画にしてもらい
たいと願う。 



６ 遠隔授業と探し物 

 遠隔授業を受けるとき、私は多くの場合自宅で受けることが多い。自宅で授業を受けているとついつ
いほかのものに目が行ってしまい、なかなか授業に集中することは難しい。いつもいつもスマホやら本
やらに興味を持っていかれる。1 時間ぐらいはいつも集中力を保つことができる。しかし、大学の授業は
1 時間 30 分ある。小学校から高校にかけて 1 時間程度だった授業時間が一気に増えて、そしてさらに、
遠隔授業でパソコンに向かうことになって。集中力が保てない原因はそれかと思っている。何かを書い
ていないと授業に集中していられないことも分かった。私の場合書き込み式の授業資料があるとよく集
中できる。空いた穴は埋めなければいけない。そういう意思が私の中にはある。それと興味を奪うものを
視界に入らない、手の届かない場所に置いておく。受験勉強の時もそうしていた、一番興味を関心を引く
ものを勉強に持っていく。そのために机の上や部屋が整頓されていなければならない。机の上に物をあ
まり置いておかないことも大切だと考える。また、パソコンの音量を上げることも他の興味を引くもの
から興味をそらすことができると思う。私はいつもパソコンの音量をほぼ Max に近いほど上げている。
そうでもしないと私の関心は動かない。やらなければいけない、この科目のテストはどうするんだ、後で
大変なのは自分だぞ、どんどんみんなに置いて行かれるぞ、と私の脳は叫んでいます。分かってる、分か
ってるんだけど。私の目が、手が、体が分かっているのに他のことが気になって仕方ないように、落ち着
かない。後に嫌なことな残るのは嫌だ。おやつを食べる前に課題は終わらせたいし、今日のことを明日に
持ち越したくないし、好きな食べ物は最後に食べたい。なのになんで？やる気が足りない？集中力が足
りない？授業の重要性を分かってないの？もし白い部屋に自分と勉強しかなかったらそれをやるのか
な？やるかもしれない。でもそんな状況作れないと思う。だから私は遠隔授業があることに自分の興味
が勉強に行くような何かを探し続けるのだろう。 
 

７ コロナ禍での授業について感じたこと 

 今、世の中で新型コロナウイルスが流行っているが、本学は、講義科目はオンライン、実験・実習科目
は対面という授業形式をとっている。私はこの授業形態に、良いと感じたところと悪いと感じたところ
がある。 
 まず、良いと感じたところは、オンデマンド形式だと、何度でも、自分が見たい時に動画を見ることが
できるので、わからないところもう一度視聴することができたり、体調不良や急遽の予定が入っても、欠
席にならずに授業をしっかり受けたりすることができる。わからないところは先生に聞くことが一番だ
が、直接会うのはコロナに感染してしまうのではないかと思い怖かったし、実際に会ったことのない先
生に聞くことに少し抵抗があったので、授業をもう一度聞いて、復習できるのはとても良かった。また、
家で受けることができるというのは、学校に行く準備の時間などを省くことができたので、初めての一
人暮らしで家事や料理をしなければいけなかったが、前期は時間に余裕を持つことができ、授業と両立
できていたなと感じた。 
 次に、悪いと感じたところは、コロナの感染を防ぐためにオンラインにしているにもかかわらず、結局
毎日学校に行っていたことだ。毎日何かしらの科目で対面授業があったので、結局人と接することにな
っていたし、対面授業の前後の双方向型の授業では、家を行き来する時間がないため、学校でオンライン



授業を受けなければいけなかったので、より人と接する時間が増えていた。毎日人と接することは、コロ
ナ対策になっていたのだろうか。さらに、時間によっては、食堂に人が集まるときもあって、密なのでは
ないかと思った。アクリル板も導入されていなかった頃は、とても心配だった。また、オンラインでやっ
たり、学校に行ったりを毎日繰り返していたので、学生の負担がとても大きく、オンライン授業の日と対
面授業の日を作ってほしかった、という声をとても耳にした。１限のためだけに学校に行く日もあって、
とても負担だったので、それは、改善してほしいと感じた。 
 

８「遠隔授業」 

 今回は、私が考えた遠隔授業の効率的な受け方について紹介したいと思います。私たちの大学では、新
型コロナウイルスの感染予防対策として、遠隔授業が取り入れられています。遠隔授業の形態は一般的
に大きく二つに分けられ、１つが ZOOM 等のアプリを使う同時双方向型の授業、もう 1 つが Cloud 
Campus や Moodle 等を使ったオンデマンド型の授業です。いずれも自宅で一人、PC の前に座って授業
を受けるので、対面授業に比べて気が緩んでしまう傾向があると思います。私も最初の頃は少し居眠り
してしまったり、ついつい他のことに気をとられてしまったりしていました。そこで、これではだめだと
思い遠隔授業の最適な取り組み方について考えました。最近ではこの方法で、以前よりも断然集中して、
また、対面授業にはない遠隔授業の利点を活用することでより効率よく授業を受けることができるよう
になったと思います。ここでは、あえて対面授業時と同様にすることと遠隔授業用に行っていることの
二つに分けて紹介したいと思います。 
 まず、遠隔授業特有の気の緩みを改善するために、あえて対面授業時と同様にしていることは授業前
の身支度と授業中の身の回りの環境です。具体的には、午前の授業では、その授業が対面だった場合に起
床する時刻にはきちんと起床し、朝ごはんや歯磨きなども対面授業時と同様に行います。そして、自分の
顔がみんなに見えない授業であっても化粧や服装など、対面授業時には必要な身支度も行うようにして
います。そうすることで、起きてすぐ PC の前にただ座るよりもきりっとした気持ちで授業に臨むことが
できます。加えて、PC さえあればベッドの上でも家事などを行いながらでも受講できていしまう遠隔授
業ですが、始まる前に食事やトイレなどきちんと済ませ、授業中はなるべく勉強机から動かないように
しています。 
 次に、遠隔授業の利点を上手く活用するためにこころがけていることは、理解しにくい部分は完全に
理解できるまで授業動画を何度も巻き戻して視聴することと、時間を見つけて復習のために複数回動画
を視聴することです。対面授業ではこのように自分のペースで授業を受けることができるのが最大の利
点だと思っています。教科書を開きながら 1 回、ノートをとりながら 1 回、復習のために 1 回というよ
うに、ダメ押しで何度も受講することによって、より長い間記憶が残りやすくなります。 
 オンラインでの授業はこれまで経験したことが無く、不便に感じたことも少なくありませんが、自分
の周りの環境の変化に適宜適応していくことはこれから社会に出たとき、必ず必要になるスキルだと思
うので、今のうちから意識して行っていきたいと思います。 
 
 
 



９「遠隔授業」 

 コロナ禍で、大学の講義がほとんどといっていいほど遠隔になっている。遠隔といっても、zoom を使
ってリアルタイムで行う授業や、cloud campus を使った期限内の好きな時間に授業を受けることができ
る、動画配信の授業など、遠隔授業の形はさまざまである。 
 前期のとある授業で、それは zoom でのリアルタイムの授業であった。事前に授業資料は配られていた
ものの、先生はその資料をスライドに流しながら、どんどん授業を進めていった。メモを取ろうとして
も、一時停止ができないし、黒板とは違ってすぐにその画面が切り替わってしまい、置いてきぼり状態に
なった。私はメモを取るのをあきらめた。それでも授業は進んでいく。私以外の人はついていっているの
ではないかと不安になった。 
 リアルタイムの遠隔授業で必要なスキルは、リスニング力、速記力であると感じた。先生が言ったこと
を聞き落とさないこと、そして、素早くメモを取ること、この能力がないと授業についていけない。これ
はまるで、高校時代にやらされた、英語のリスニングのようだ。 
 遠隔授業の良い点は、その授業を時間に左右されずに受けることができる、繰り返し見直すことがで
きるというところにあると思う。私にとってリアルタイムの遠隔授業はこのどちらにも当てはまらない、
むしろ、対面授業より何かと不便なことが多い。逆に、動画配信の授業のデメリットは、時間にルーズに
なることだ。期限ぎりぎりまで貯めて、一気に授業を受けるスタイルでは、遠隔授業のメリットがデメリ
ットになってしまう。 
 いろいろな遠隔授業を受けてきて、新しい発見をした。それは、英語のリスニングなど、聞く力を鍛え
たいときは、リアルタイムの遠隔授業、何度も繰り返し見て、覚えなければいけないことは、動画配信の
授業にすればよいというものだ。こうは言っても、今すぐにはこの大学のスタイルは変わらず、リアルタ
イムの遠隔授業、動画配信の授業のどちらも受けていくのだろう。それぞれの良い点、悪い点を理解し、
遠隔授業をマスターしたい。 
 

10 遠隔授業について 

 遠隔授業には大きく分けて「同時双方向型」と「オンデマンド型」の授業がある。茨城県立医療大学 
では、その他にも、Google Classroom やデスクネッツのメールを使った授業も行われた。 
 「同時双方向型」とは主に Zoom を使用し、本来の授業の時間通りに教員と学生が Zoom 内の１つ 
のミーティングに参加して、お互いに顔をみたり、意見を交わしたりしながら進めることのできる授業 
である。この授業の利点は、同時に双方向のやりとりができるため、対面授業になるべく近い形で緊張 
感を持って授業ができることである。そのため、学生にとってはオンデマンド型よりも眠くなりにくい 
などの意見もある。一方、欠点としては、データの通信量が非常に大きくなるため、通信障害が生じ 
て、途中で授業を受けられなくなる可能性があるということだ。特に、PC でなくスマートフォン等を使 
用して授業を受けている人や、自宅に通信速度がスムーズな Wifi 環境が整備されていないという人は
非 
常に大変である。実際に、同時双方向型の授業では、途中でミーティングから退出してしまって、再入 
室している人をよく見るし、私も経験したことがある。こうなると非常に焦るし、自分がきちんと出席 



したことになっているのか不安になる。通信障害の改善策としては、ビデオの画面を通常は OFF にして 
おく、パワポなどの共有するファイルの容量をなるべく小さくするなどが考えられる。また、学生の不 
安を取り除くためにも、出席の確認はチャットに毎回しっかり保存するなど、目に見える形で保存して 
おくことが重要になると考える。 
 次に、「オンデマンド型」とは、 Cloud Campus や You Tube を使用し、教員が作成した動画を学 
生が一定の期間内に視聴するという授業である。Cloud Campus では動画視聴終了後に小テストを実 
施することもできる。オンデマンド型の利点は、視聴期限が一週間あるため、学生が「好きな時間に」 
「繰り返して」授業を受けることができる点だ。急用でどうしても授業に出られない時でも、授業時間 
が決まっている Zoom とは違って、また別の時間に受けることができる。また、メモを取り忘れた 
り、復習したい時などに、視聴期限内であれば何度でも復習することができるので、効率よく勉強がで 
きる。一方、欠点としては、緊張感がない、期限に余裕があるためギリギリまで視聴せず動画が溜まっ 
てしまう、などが挙げられる。これらは学生自身が緊張感を持って、計画的に授業を受ければ解決する 
話なのだが、何か他にも良い改善策があるのではないかと私は思う。 
 このように、遠隔授業には様々なメリット・デメリットがあり、多くの課題がある。私は、遠隔授業 
の利点を生かし最大限に活用しつつ、対面での授業も取り入れることが大切だと考える。遠隔でできる 
授業はなるべく遠隔にしてほしいが、やはり生活のリズムを整えるためにも、大学に足を運ぶことは非 
常に重要だと考える。これからコロナがどうなるかはわからないが、引き続き遠隔授業を頑張っていき 
たいと思う。 
 
 
他のエッセイもいつくか… 
 
Extra1「看護師になる不安」 
 
 新型コロナウイルスが流行した今年、私は大学一年生になった。私は将来、看護師として働きたいと考
えている。つらく長かった受験期を乗り越えて、大学では専門的なことを学ぶことができると大きな期
待を抱いていた。しかし、これまで当たり前だった対面授業がオンライン授業に代わり、看護師になるた
めにとても大切な演習の授業が大きく変わってしまった。演習時間が短くなったり演習の内容が減った
りした。実技の授業は、自分で行動をしたり実践をしたりと、講義では学ぶことができないことがたくさ
んある。さらに、昨年までは実習室を借りて練習ができていたが、今年はそれもすることができず、私は
技術をしっかり身につけることができるのか不安になってしまっている。 
 今医療現場では、医療体制が逼迫し、特に看護師の業務が増えているという現状にある。私が看護師と
して働くときにコロナが収束しているかは分からない。収束していなければこの状況で先輩の看護師か
らしっかりと指導を貰える環境ではないと思う。なにもわからないままコロナの対応に終われるのでは
ないかと不安があるし、収束していなくても演習経験が少ない自分が現場の役に立てるのだろうかと考
えてしまう。今年は全国で多くの看護学生のための病院実習が中止されたり、実習経験の不足が感じら
れ、問題視されている。コロナ感染予防のために実習やその内容に制限があることは仕方がないが、経験
不足が今後の看護に影響することは間違いない。このままではコロナが収束しない間に働き出した看護



師は経験が浅い人たちばかりになってしまう。そのような中で、私は患者さんに対してきちんと看護が
できるのだろうか。 
 今は器具も設備もない自分の部屋で教科書を眺めることしかできず、少ない学内実習の経験を友達と
再確認したり自分の身体でバイタル測定の練習をしたりしている。しかし、やはりそれでは限界がある。
少しでもコロナが落ち着き、大学で演習をする時間だけでも取り戻せることを願っている。 
 
 
Extra2『コロナ禍の大学一年生』 
 
 コロナ禍で大学一年生となった今年、想像していた大学生活とは程遠い一年となった。最近は、「この
一年間何をしてきたのだろう」と思うことが多い。 
 まず今年は、新型コロナウイルス感染拡大により大学の授業がオンラインとなった。前期は全ての授
業がオンラインで全く大学に行かなかったため、友達と関わることがなかった。私は、大学進学に伴い三
重県から茨城県に引っ越してきたので最初は友達がゼロだった。そのため、大学にも行かず友達もでき
ない状況がとてもつらかった。私が誰とも関わっていない間に、他の子たちが仲良くなっているのだろ
うか、自分だけが取り残されているのだろうかと不安や焦りを感じていた。しかし、このままではだめだ
と思い、SNS で同じ学科の子を探して少しずつ関わりを増やしていった。そして特に、「チームワーク入
門実習」という授業のおかげで友達ができ、そこから関わりが増えていったのでこの授業はとてもあり
がたかった。また、サークル活動が始まり、そこからも友達が少しずつ増えた。最初は、友達がおらずと
ても不安な毎日を送っていたが、自分で探してみたりサークルに入ってみたりと行動したことによって
コロナ禍でもなんとか友達ができたので、自分から行動してよかったなと思う。 
 一方で、友達ができたのはいいものの、コロナ禍で遊ぶことはなかなか難しかった。大学一年生の間に
たくさん遊んだり旅行に行ったりしたかったがそれも叶わなかった。また、東京に行って買い物をした
りカフェ巡りをすることも夢見ていたが、それが全くできていないのがとても残念である。三重県に住
んでいた身としてはこんなにも東京が近いことに感動さえ覚えるため、東京でたくさん遊ぶことができ
ないまま大学生活を終わりたくない。大学三、四年生は忙しくなるため、せめて大学二年生の間に新型コ
ロナウイルスの感染拡大が収束してほしいものである。最近はもっぱら友達とは家で遊ぶことが多い。
出かけるよりお金がかからずいいのかもしれないが、やはりいろんなところに出かけたい。旅行に行け
る機会も就職してしまうと少なくなってしまうので、大学生の間にたくさん色んなところに行きたかっ
た。これから日本がどうなるのか全く分からないが、何も気にせず旅行に行ける日が早く来てほしい。そ
れまでは、友達と旅行に行く計画だけをして楽しみを増やしておこうと思う。 
 
 
Extra3「給食が助けてくれていたこと」 
 
 私は、新しい環境の中で友達をつくるのに、人よりも時間がかかる。人見知りの性格のため、なかなか
自分から話しかけることができないのだ。大学 1 年生の現在、私は、最初に仲良くなった 3 人の友達と
ずっと一緒に行動をしている。大学ではその 3 人としか会話をしていないというような日も多いが、友



達とはとても気が合うので毎日一緒にいても楽しく、飽きることはない。 
しかし最近になって、1 年生ももう終わるというのに、40 人の小規模な学科の中でいまだに喋ったこと
もない人がたくさんいることに急に焦りを感じ始めた。周りの人が段々と交友関係を広げていることに
気づいたからである。新型コロナウイルスの影響で前期が全てオンライン授業になったことも大きな原
因ではあると思うが、人との距離が縮まるペースが遅すぎる。これまでもそうだっただろうかと振り返
ってみたが、もっと早かったはずだ。小学校の頃から人見知りの性格は変わっていないのに、今と昔では
何が変わってしまったのか。  
 大学生以前の学生生活を振り返り、私は、ある存在が人との距離を縮める場になっていたことに気づ
いた。ある存在とは、給食である。席が近い 4、5 人が班になって向かい合い、一緒に給食を食べる時間。
席替えは大抵の場合、1 ヶ月ほどの間隔でくじ引きで行われるため、普段一緒にいる友達とは違う、男女
バラバラのメンバーと約 1 ヶ月間向かい合うことになる。30 分以上無言で向き合うということはなく、
昨日見たテレビの話をしたり、好きなものの話をしたり、給食では自然と会話が始まる。席替えをしても
複数回同じ班になることがあれば、その分特に仲良くなることができた。小中学生の時、クラスの全員と
喋ることができていたのは、人を選ばない純粋な子供の心があったことも影響するのかもしれないが、
給食の場が人との距離を縮めてくれたからだと思う。 
高校生の時からは給食がなくなり、仲の良い友達としかお昼ご飯を食べることはなくなった。小学生や
中学生の時よりもクラスの人と仲良くなるのには時間がかかったし、最後まであまり喋ることができな
かった人もいた。それでも席替えの制度は変わらず存在していたため、席が近くなった人とは距離を縮
める機会があった。 
大学生になった今では、高校生の時と変わらず給食はなく、仲の良い友達とだけお昼ご飯を食べている。
授業を受ける際には、席順すらも存在しなくなり、自由な席に仲の良い友達と隣同士で座っている。普段
の生活の中で、いつも一緒にいる友達以外の人と、必然的に他愛もない会話をする、という状況がほとん
どなくなってしまったのだ。自分で選択をする自由が増えたのだとも考えられる。人見知りの私の友達
づくりを助けてくれていた給食も席替えも、もう私を助けてはくれない。自分で話しかけない限り、普段
あまり話さない人と会話をする機会は得られないのだ。自由を手にした私たち大学生には、機会を待た
ず積極的に話しかける他、人と仲良くなる術はないのかもしれない。 
 
 
 
 
 
 
 
 


